
      令和２年度 教育調査結果の分析と考察 
 

 １１月～１２月に実施した教育調査アンケートは、生徒 93％、保護者 92.4％の回収率でした。ご協力あ

りがとうございました。いただきました調査の結果を分析し、考察を加えました。分析、考察の全文は学校

関係者評価委員会、学校運営協議会（ＣＳ）にて報告しました。それぞれのお立場からご意見をいただき、

次年度の学校経営に生かしてまいります。後日、ＣＳだより等にて自由意見も踏まえた評価結果をお知らせ

いただくことになっております。以下、校内での集計結果と分析・考察を抜粋してのご報告をいたします。 

 

１ 肯定率 否定率   

 <肯定率平均> 生徒 52％（55％）  保護者 61％（63％） 

 <否定率平均> 生徒 19％（17.2％） 保護者 7.2％（7.6％）   ※（  ）内は昨年度 

昨年度に比べて肯定率が低下、一因はコロナ禍により予定していた教育活動が中止、延期となった中で

の調査だったということが考えられる。生徒の否定率の増加も同様のことが言える。今年度、新たに肯定率

が５０％を切った項目は以下のとおり。いずれも例年通りの取組ができなかった項目である。 

生徒 「総合的な学習」「キャリア教育」「伝統文化」「フレンドシップスクール」「ボランティア」 

保護者 「総合的な学習」「保護者会」「異学年交流」 

 

２ 生徒アンケート結果 

◆「健康な生活」（+16.8％） 感染予防のために生徒一人ひとりの関心が高まり、感染予防意識を高めた

結果と考えられる。 

◆「学級経営」（+８％） 感染予防に向けて各クラスが協力したことが影響したのではないか。 

◆「部活動」（+8.4％） 活動できなかった期間を経て、部活動の意義を再認識した結果、8.4％の肯定率

の上昇となったと考える。 

◆「施設管理」（+8.6％） 夏にトイレの改修工事を終えたことや、感染予防のため、清潔感を保つため

の環境整備が欠かせなかった事情もあり、この数字につながったと考えられる。 

◆「言葉の教育」（+8.2％） 昨年度の数値が極端に低下していたため、例年に戻ったと考えている。 

◆「キャリア教育」（-25.8％）「伝統文化教育」（-22.3％）「フレンドシップスクール」（-23.8％）「異学

年交流」（-20.2％） 実施できなかった項目については、肯定率が大幅に低下した。事情は分かってい

てもできなかったという思いが強く、それだけ期待感が強かったことも伺える。「伝統文化教育」の華

道、茶道、書道の体験についてはアンケート時点以降に延期して実施している。 

◆「いじめ・不登校対応」（-7.8％） 本校の生活指導においては一番といっていいほど力を注いできた

事項であるが、生徒に認められているわけではない。不登校生徒やいじめの問題は個の情報であり、お

おやけにしがたいところはあるが、学校が放置していると思われているとしたならば生徒への心理的

影響が大きいため、共有できる情報は共有して安心感が生まれるように考える必要がある。 

 

３ 保護者アンケート結果 

 ◆「施設管理」（+20.4％） 長年の要望事項であったトイレの改修が済み、感染予防のための施設環境を
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整備したことが数値の上昇につながったと考える。 

 ◆「安心・安全な学校」（+6.7％）「健康教育」（+9.4％）「よりよく生きる教育」（+4.9％）「命の教育」（+2.8％）

などは、感染予防を通じて日常の安全と命の大切さについて考える時間が多かった結果と受け止めら

れる。すべてが 70％以上の肯定率であったことからも、これら一連の命に関わる教育は高く維持発展

していきたい。 

 ◆「小中一貫教育」（-25.3％）「学校行事」（-17.3％）「保護者会開催」（-22％）「保護者会の在り方」（-

14.3％）「ボランティア活動」（-12.4％）「異学年交流」（-13.3％）はすべて実施できなかった項目であ

る。平常どおりに学校生活が戻れば回復する項目であるかもしれないが、このような状況が継続したと

しても、何らかの形で目的に近づけるよう創意工夫していきたい。 

 ◆「安全指導」（-14.2％） コロナによる休校中は指導・訓練はできなかったものの、学校再開後は感染

対策をしながらも通常通りに指導を行ってきたため、学校の取組みが保護者に十分に伝わっていない

か、あるいは新しく「安全指導」の在り方を考え直す必要があるか、今後検討を加える。 

 ◆「学校からの連絡」（-0.6％） 数値としては 77.3％と比較的高い。休校中でも絶やさずＰＴＡメール

等で家庭と連絡をとってきたことが評価されたと思われる。 

 

４ 無回答の増加 

◆ 生徒に関して無回答（わからない）が約１０％以上あった項目は、肯定率が著しく下がった項目と関

連が深い。 

◆ 保護者の無回答は二通り考えられる。一つは、コロナ禍の中で十分実施できなかったもの、一つは学

校での取組みが十分伝わっていないと見られるものがある。前述の、実施できなかった項目以外に、

「道徳教育」「教育相談」については学校再開後は通常通り進めている教育活動であり、内容や活動

そのものが十分伝わっていないと考えられる。 

 

５ まとめ 

 日常が取り戻せないまま今年度が終わる。その中でアンケートを実施する意味がどこにあるのか、考えた

末、実施できなかった項目もあえて変更せずに調査したため、予想通りの結果となった。それは、保護者の

方々、生徒の皆さんともに、真剣に調査に向かっていただいた証でもあり、そのまま学校への期待とも受け

止められる。学校の日常がいかに大切かを改めて知らせる結果ととらえ、それをわれわれに示した意味は大

きい。 

 「いじめ・不登校対応」については、教員の肯定率が 100％でありながら、生徒・保護者の理解が低かっ

た。深刻ないじめは生じていないという認識は実態にそったものであろうか。不登校生徒も、少なからず学

習ができる環境につなぐことができていると考えているが、そのことは伝えることが難しく、教員の大きな

ストレスにつながっている。ただ、「いのちの教育」のように、地道に行うことで理解が深まってきたこと

を自信になお一層努力をしていきたい。 

 新型コロナウイルスの感染により失ったものは計り知れないが、新たに生じた「よさ」も見出せる。その

一つが「考える」ということである。この状況に置いて、生徒も保護者の方々も、そして教員も、深く考え

た。それは通常では行き着くことのない場所まで追い込まれたからである。もがきながらも一つずつ知恵を

出し合って明かりに見える方向へと進んできた日々は、一つの財産ではある。非日常の生活が今後継続して

も、この「考える」力を生かして充実した学校生活を創造していきたい。 

 コロナの収束とともに成長した学校がお見せできるように教職員一同努めていく。 

 

 



 



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３月～５月の休校期間で危ぶまれた体力低下。２学期に実施された、体力・運動能力調査では、全国の平均、都の平

均と比べて全学年低い水準という数値でした。授業を中心に今後も体力向上に取り組んでいきます。 

※（  ）内は全国平均を示しています。コメントは都の調査結果に示されたものを転記しています。 

１年男子  31.0点（35.5点） 特にハンドボール投げは 16.0ｍ（18.7ｍ） 身体全体を大きく使うようにしよう。 

１年女子  41.4点（45.4点） 特に握力は 19.6㎏（21.9㎏） タオル絞りなど握る運動に日常的に取り組もう。 

２年男子  37.7点（44.7点） 特に上体起こしは 23.1回（28.4回） 体幹を鍛えよう。 

２年女子  41.2点（51.4点） 特に反復横跳びは 42.2回（47.7回） 素早い反応が必要な運動を取り入れよう。 

３年男子  45.2点（51.6点） 特に持久走は 401.8秒（365.1秒） 粘り強く続ける運動に取り組もう。 

３年女子  41.8点（54.0点） 特に握力は 21.0㎏（25.5 ㎏） タオル絞りなど握る運動に日常的に取り組もう。    

さて、天中生の は？？？ 



 

 

 

 

 

１月 29 日 キンメダイのかぶら蒸し     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天沼中第一期卒業生（昭和 22年入学）の皆さんが、文集を作成されました。学校にも寄贈

していただき、教員で回覧させていただきました。 

戦後の混乱の中の新しい教育をどう受け止めておられたか、文集の中に切実に表現されて

います。社会科の授業の中で「歴史」を教えている中学校ですが、生きた歴史の史料として宝

物のような教材です。（本校社会科教員談）  

お届けくださった涛川様、中田様、ありがとうございました。 

天沼中 

の給食 

 １ 月、２ 月、水産庁の漁業応援事業や、東京都教育庁の和牛肉・食

育推進事業などで、学校給食に「キンメダイ」「Ａ５ランクの黒毛和牛

肉」の提供がありました。今回は給食の話題をお届けします。 

キンメダイ、黒毛和牛という、給食室では扱うことのない

食材でしたので、栄養士さんや調理師の皆さんで工夫をこら

してくださいました。キンメダイといえば「煮付け」と思わ

れる人が多いようですが、給食調理室の施設柄、「煮崩れ」し

た場合の配膳の難しさもあり、１個１個を「蒸す」調理にし

ました。黒毛和牛の柔らかい上品な脂の乗った味わいも、煮

込みすぎない調理で十分に味わうことができました。 

 節分には、大豆入りじゃこごはんが提供されました。節分

に欠かせない「大豆」と「イワシ」。生徒にはあまり人気がな

いので、大豆に味付けをして炊き込んだり、イワシを生徒の

好きな揚げ物にして甘辛味にしたり、苦心しています。栄養

価の高い「畑の肉」である大豆はその他の給食にも、カレー

ルーに入れたり、揚げ煮にしたり、工夫してたくさん活用し

ています。 

 2 月１９日、入試応援献立の「かつ丼と伊予柑」には、作

ってくださる方々の応援の気持ちがこめられていました。 

 ２月後半、米飯の保温食缶が導入されました。給食室の仕

様や冷たい廊下でワゴンを待機させることなど、悪条件が重

なって食缶が回りから冷えてしまっていました。これからは

ホカホカのご飯が食べられます。 

 前を向いて黙って食べる、という食事風景の中、少しでも

味わいの豊かな食であるよう、努力してまいります。 

２月９日ビーフストロガノフ ２月２日 節分献立 

2 月 19 日勝つ丼・いい予感  保温できる食缶 

昔も今も人気  

きなこ揚げパン、 

キムチチャーハン 

同窓会 

から 



 

 

 本日、３月の行事予定をお配りしました。休止していた部活動、新型コロナウイルス感染拡大防

止の措置等で延期した行事や、最大の行事である卒業式については、現時点では以下の内容にて実

施することにいたします。ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

３月１日（月） 学年末考査明け、制限付きですが一部の部活動を再開いたします。感染拡大防止

のため、部活動の種類によっては活動休止を継続するものもあります。各顧問か

ら生徒に連絡をいたしますが、参加は任意といたします。 

 【制限内容】 ・フィジカルディスタンスを保てる活動の工夫をする。（特に室内） 

        ・放課後１時間以内に終了する。 

        ・土日祝日は実施しない。 

        ・基本、体育館、校庭はそれぞれ１部活で使用する。 

３月 ４日（木）  

 

 

 

 

３月 ６日（土） ５時間授業を実施します。公開は行いません。 

３月 ８日（月） ５時間め、３年セーフティ教室（薬物乱用防止教室） 

３月 ９日（火） ２学年校外学習（東京まち散歩） ３学年お祝い給食   

         １学年伝統文化教育（華道・茶道） ３学年保護者会は中止とします。 

3 月 11 日（木） 1 学年伝統文化教育（華道・茶道） １、２学年保護者会は中止とします。 

３月 12 日（金） ３学年修学旅行出発（京都・奈良）  

３月 15 日（月） ３学年振替休業日          

         １学年自主活動レクリエーション 

         学芸発表会展示の部開始  

３月 17 日（水）卒業式予行練習      

３月 19 日（金）音楽発表会②～④ 

 

 

 

 

 

3 月 24 日（水）卒業式  

※保護者の方の参加については、現時点では生徒一人につきお二人までとなって

います。後日、正式に決まり次第お知らせします。 

３月 25 日（木）修了式 

  

☆保護者会、学芸発表会、音楽発表会については、後日正式にお知らせを配布します。 

 ☆３月のスクールカウンセラー在室日は、２日㈫・４日㈭・10 日㈬・11 日㈭・18 日㈭・ 

22 日㈪・25 日㈭ と変則的ですのでご注意ください。   岩田ＳＣ  那須ＳＣ 

音楽発表会時程（予定） 

第一部 １～３年Ａ組 

第二部 １～３年Ｂ組 

第三部 １～３年Ｃ組 

第四部 学年合唱・閉会式 

２、３時間め、オリンピック・パラリンピック教育の一環として、オリンピアンである高谷惣亮選手（レスリ

ング）をお招きしての講演を実施します。３年生が体育館でお話を聞く間、１、２年生はリモートで教室で聴

講します。講演終了後、高谷選手が教室を回り、直接１、２年生と写真撮影などを行います。 

４部構成で全校生徒を３分割し、入替え制で実施します。 

入場は生徒優先とするため、保護者の参観はご遠慮いただくことにい

たしました。各クラス自由曲を発表し、この日までに練習した成果や

これまでの努力をお互いに認め合う発表にします。 

 

【学芸発表会展示】 

保護者の方の見学は 

15日㈪、16日㈫、18日㈭の 

16：00～16：50に限らせていただきます。 


